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　バンドー化学は９月６－７

日、大阪市北区のグランフロ

ント大阪　北館B２F　ナレ

ッジキャピタル　コングレコ

ンベンションセンターで、ま

た１３－１４日に東京都千代田区

の秋葉原UDX2F AKIBA_S 

QUAREで「BANDO TECH 

NO FAIR ２０１８」（バンドーテ

クノフェア２０１８）を開催した。

　この展示会は、バンドー化

学の新製品・新技術を展示・

紹介するもので、１９８９年から

開催され、リーマン・ショッ

クをきっかけに２００９年から

は一時中断していたが、

２０１６年の創業１１０周年を機に

再開し、今回が通算で１２回目

の開催。

　これまでは招待客だけを対

会場の入り口に配置されたバンドー・ヒス
トリー（両サイド）とコンセプトムービー
（正面奥）

象にした展示会だったが、今

回は「バンドーの新技術を多

くの方にご覧いただくため、

一般の方にも公開した」（吉井

満隆社長）。来場者は東京が

約１，０００人、大阪が約１，１００

人。前回に比べ両会場とも２

－３００人ほど増加した。

　展示会場では、コア事業、

新事業、未来につながる技術

の３ゾーンに分けて新製品・

新技術を展示。コア事業ゾー

ンでは、自動車、産業機械、

農業機械、精密機械などに組

み込まれる伝動ベルトや、埋

め立て工事、食品加工・物流

現場で使用される搬送ベルト

のほか、フイルム、ロボット

関連製品など、同社グループ

のコア事業の新製品や開発製

品を展示した。

　新事業ゾーンで

は、コア技術であ

る、材料を分散・

配合・複合化する

技術を活用した金

属ナノ粒子製品や

伸縮性ひずみセン

サ、高熱伝導シー

ト、光学用透明粘

着剤シートなど、

大阪と東京会場で講演会を開く
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　今回のテクノフェアでは、

大阪会場と東京会場でそれぞ

れ講演会を行った。

　大阪会場では、タニタ社長

の谷田大輔氏が「タニタの経

営論」と題して講演。世界初

の家庭用体脂肪計・体組成計

を開発・販売し、赤字状態だ

った同社を、ヘルスメーター

売上世界№１企業へと成長さ

せた経験談を語った。

　東京会場では、元キリンビ

ール副社長の田村潤氏が「キ

リンビール高知支店の奇跡」

と題して講演。同社内で最下

位ランクの業績だった高知支

店を、支店長としてV字回復

させた経緯を、具体的な事例

やエピソードを交えて紹介し

た。２講演とも興味深い内容

で、出席者も熱心に耳を傾け

た。

バンドーテクノフェア開催

未来につながる新事業・技術を展示
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高発泡化プラスチック製飲料
カップ㊤、ロゴを表示して喫
茶コーナーで活用㊦

オプトエレクトロニクス・パ

ワーエレクトロニクス分野、

健康・医療・介護分野に活用

できる新製品や開発製品を展

示した。

　未来につながる技術ゾーン

では、ゴム・ウレタン加工技術

や高発泡化プラスチック製飲

料カップ、ソフトアクチュエ

ーター、ブレードラバー振動

制御などを紹介した。

　今回の新技術で注目された

のが、高発泡化プラスチック

製飲料カップ（開発中）。特

長はオリジナルの高発泡技術

で、プラスチックの表面層は

そのままに中の層だけを高発

泡化させている。発泡層を縦

の帯状に伸ばすことで空気層

を拡大させ、高い断熱効果を

実現。表面層による強度も兼

ね備えているため、安心・安

全でデザイン性にも優れる。

展示会場内の喫茶コーナーで

は、ON THE RUN！のロゴ

を表示した同カップを用意

し、来場者に飲み物をふるま

った。

　将来的には環境保護の観点

から、生分解性プラスチック

を使用したグレードについて

も検討している。

　またセンサ自体がストレッ

チャブルで伸びの大きさを検

知する新しいタイプのセンサ

である伸縮性ひずみセンサ

「C－STRETCH」も用途開

拓が進む注目製品。会場では

産業機器の状態管理ツール、

呼吸計測デバイス、運動評価

デバイスを紹介したほか、「C

－STRETCH」を身に着けた

担当者の動きに合わせてロボ

ットが動くというデモンスト

C－STRETCHを身に着けた担当者の動きに合わせて
ロボットが動く

賑わう会場 大型農機用ベルト

ク リ ー ニ ン グ シ ス テ ム
「BANDO MDEC」と異物検査
ツール「BANDO DEC－20」
によるデモンストレーション

レーションを会場前で行い、

来場者から注目された。

　製品や技術の紹介に加え、

展示会場までの通路には、

１９０６年の創業から現在まで

の沿革をパネル展示した「バ

ンドー・ヒストリー」を設けた

り、同社の事業内容をポップ

な音楽と映像による「コンセ

プトムービー」で紹介した。

バンドー化学 吉井満隆社長

多くの人に新技術を見て欲しい

　今回のテクノフェア開催について、吉
井社長は「バンドーテクノフェアは平成
元年（１９８９年）に当時の雀部昌吾社長
の発案で開始した。当初は工場の片隅で
行う、ささやかなプライベート展だった
が、隔年で開催し回を重ねていった。こ
れまでは販売代理店の方を対象にしてい
たが、バンドーの新製品・新技術を多く
の方々に見ていただき、広く知ってもら
うため、今回はホームページ内の特設サ
イトでの事前登録制にして、オープンな
展示会にした。
　当社は２０１３年から１０カ年の中長期経
営計画に取り組み、第１ステージ
（２０１３－２０１７年度）では、新事業の芽
がいくつか生まれた。テクノフェアで
は、これからのバンドーを担う、新事業
や未来につながる技術をじっくりとご覧
いただきたい」と語った。


